
⑧新居浜市立金栄小学校 

実践団体情報 

記入日 2020 年 1 月 6 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

代表者名 校長 黒河 幸彦 

プラン全体のタイトル 土砂災害・浸水被害から命を守れ～過去の災害から学ぶ～ 

電話番号 0897-37-2313 

メールアドレス n12233@city.niihama.lg.jp 

実践団体の説明 平成 16 年豪雨災害及び平成 30 年西日本豪雨災害などによ

り、土砂災害や浸水被害など被災経験を踏まえ、毎年、5

年生が様々なテーマを定め、防災学習に取り組んでいる。 

過去に防災科学技術研究所が開催した e 防災マップ部門で

2 年連続最優秀賞を受賞した。 

所属メンバー 担当：新居浜市消防本部 総務警防課 

   副課長 高橋直樹 

活動地域 新居浜市金栄校区 

活動開始時期・結成時期 2008 年 

過去の活動履歴・受賞歴 2014・2015 年 e 防災マップ最優秀賞受賞 

2015 年 地区防災計画モデル地区 

 

プラン全体の概要 1 豪雨災害の被災体験から得た教訓をもとに、小学生の防

災力の向上を図り、命の大切さを学ぶ。 

2 地域の危険箇所等を防災マップなどに反映し、金栄校区

災害タイムラインを作成し地域で情報共有を図る。 

3 松山地方気象台などの専門化を講師に招き、気象に関す

る情報、知識を習得するなど防災への関心を持たせる。 

4 西日本豪雨災害などの自然災害から命を守るため、地域

特性を知り、命を守る防災活動へ展開させる。 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

プランの年間活動記録 

 プランの立案と調整 活動準備 実践活動 

4 月 年間計画立案   

5 月 関係機関との協議 防災学習、防災訓練打合せ  

6 月 関係機関との協議 防災学習、防災訓練打合せ  

7 月 関係機関との協議 防災学習、防災訓練打合せ  

8 月 気象台との講演調整 防災学習、防災訓練打合せ  

9 月 防災学習 防災学習、防災訓練打合せ 過去の災害について 

防災講演会 

10 月 防災学習 

まちあるき 

まちあるき打合せ 防災力を高める 

防災マップについて 

まちあるき 

地域防災訓練 

11 月 防災学習  まちあるき結果整理 

防災マップ・タイムライン作製 

12 月 防災学習  防災マップ・タイムライン作製 

1 月 防災学習  防災マップ・タイムライン作製 

防災学習発表準備 

2 月 防災学習  防災学習取りまとめ 

防災学習発表会 

3 月 まとめ 

次年度計画立案 

  

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

プラン全体の反省点・課題・感想 1 消防職員がメインで防災教育を進めているため、災害発

生した際には対応が困難となる可能性があった。 

2 中学校に進学後も、防災教育を継続し、地域全体の防災

力の向上を図る。 

3 作成した金栄小学校災害タイムラインを来年度の災害発

生時にいかに避難につながるかの検証が必要である。 

今後の活動予定 1 金栄小学校では、毎年5年生がテーマを変えながら防災

教育を実施している。継続して防災学習に取り組み、地

域全体の防災力向上を目的とする。 

2 平成16年豪雨災害で甚大な被害を受けたことを風化さ

せることなく、後世につなげていく。 

3 金栄小学校災害タイムラインを活用し、災害発生時にお

ける身を守る行動等について検証を図り、地域内におい

て情報共有を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践したプランの内容と成果 

 

記入日 2020 年 1 月 6 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 1 

タイトル 土砂災害・浸水被害から命を守れ～過去の災害から学ぶ～ 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 5,000 円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 9 月 13 日（金）13 時 30 分～15 時 30 分 

実践の所要時間 2 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 3 人 

防災教育の対象者の属性 小学５年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 65 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市消防本部 消防職員 

平成 16 年豪雨災害画像 

 

達成目標 新居浜市内及び全国各地で発生した過去の災害について学び、自然災

害が発生した際には、命を守る大切さを知る。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法 

  
1 金栄校区、新居浜市及び全国で発生した過去の自然災害を知る。 

2 金栄校区で自然災害が発生した箇所及び発生する可能性がある箇所

を知る。 

3 金栄校区のハザードマップを見て災害特性を知る。 

得られた成果 1 平成16年豪雨災害以降に生まれた小学5年生が金栄校区で発生した

豪雨災害について学び、被災体験を受け継ぐことができた。 

2 西日本豪雨災害の教訓から、土砂災害、浸水被害が発生する可能性

を知り、自然災害などの発生時に迅速かつ的確に対応できるよう防

災力の向上を図れた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 可能な限り、当時の画像を使用し、目で見て学ぶことに努めた。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 土砂災害・浸水被害から命を守り、過去の災害から学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

記入日 2020 年 1 月 6 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 2 

タイトル 防災講演会 

～愛媛の台風と気象～ 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 ０円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 9 月 24 日 10 時 00 分～12 時 00 分 

実践の所要時間 2 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 5 人 

防災教育の対象者の属性 小学 4～6 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 150 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

松山地方気象台 気象予報官 

松山地方気象台参考資料 

 

達成目標 気象台の業務内容、愛媛県に接近した台風、防災気象情報について知

識を深め、災害時に身を守ることができるよう防災力の向上を図る。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法   

 

 

 

 

 

 

1 気象台の業務内容の説明を受け、どのようにして天気予報ができて

いるのかを知る。 

2 台風発生数、台風に関する情報、局地的な大雨から身を守ること命

を学ぶ。 

3 必要な防災気象情報について学び、有事の際に活用できる対応力を

身に付ける。 

得られた成果 1 台風発生のメカニズム、局所的な大雨から身を守ることや、降水量

と土砂災害、浸水被害がリンクしていることについて講話を聞き、

土砂災害・浸水被害などから身を守る大切さを知ることができた。 

2 防災情報の活用方法を学び、有事の際に活用することを知り得た。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 1 出水期の開催であったため、大雨警報等が発令されていた場合には

開催が困難となる可能性があった。 

 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について 

関係者の名前・団体名 松山地方気象台 

関係者の説明 気象予報官・土砂災害気象官 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 防災気象情報の重要性及び活用方法について 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

記入日 2020 年 1 月 6 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 3 

タイトル 防災力を高めよう 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 ０円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 9 月 30 日 13 時 30 分～15 時 30 分 

実践の所要時間 2 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 3 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 65 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市消防本部 消防職員 

 

達成目標 地域の危険箇所及び新居浜市で発生した平成 16 年豪雨災害の画像を活

用して、地域の地理的特性を知る。 

避難経路、避難所、災害用防災資機材などについて学び、学校におけ

る防災リーダーの役割を担えるように防災力を身に付ける。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法    

 

 

 

 

 

1 今日からできることとして、防災に対するスイッチを入れ、防災に

関心を持つ。 

2 大雨などが降った際には水路があふれるなどして危険個所となるこ

とを学ぶ。 

3 土砂災害・浸水被害から身を守り、率先して家族、地域住民ととも

に地域を守れるよう知識を習得する。 

得られた成果 1 過去の災害から、自分の命は自分で守ることについて知識を習得す

ることができた。 

2 金栄校区内の危険個所、危険個所となりうる箇所、過去に被災した

箇所を知ることにより、災害発生時に命を守る大切さを学んだ。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 1 可能な限り、当時の画像を使用し、目で見て学ぶことに努めた。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 危険個所及び平成 16 災害被災箇所を知り、有事の際の身を守る大切

さを知る。 

 

 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

記入日 2020 年 1 月 6 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 4 

タイトル 防災マップについて 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 ０円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 10 月 11 日・10 月 13 日  

13 時 30 分～15 時 30 分 

実践の所要時間 4 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 3 人 

防災教育の対象者の属性 小学生 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 60 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県 新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市消防本部 消防職員 

 

達成目標 まちあるきの実施に向けて、新居浜市防災マップを活用して、凡例の

基づき地域内の危険個所等を調べる。 

金栄校区の白地図を活用して、グループごとに地域の地理的特性など

地図に記載し、金栄校区の特色を知る。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法 

 

  

 

 

 

 

 

 

1 まちあるきにおいて、過去の被災内容や被災箇所を事前に調べる。 

2 被災者などから平成 16 年豪雨災害による被災体験を聞き取りする

ために事前にグループで協議を行う。 

3 災害時に土砂災害及び浸水被害などの可能性がある箇所について、

金栄校区防災マップを活用して予備知識を持つ。 

得られた成果 1 金栄校区防災マップなどから地域特性をグループで共有することが

できた。 

2 安全な避難経路、避難所、災害時に役に立つ場所など災害に関連し

た地域特性を学んだ。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 1 防災マップの凡例から避難所となる建物、浸水域、浸水高などつい

て知識の習得を行った。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 土砂災害・浸水被害から身を守る大切さを知る。 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

記入日 2020 年 1 月 6 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 5 

タイトル 防災タイムラインについて 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 ０円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 10 月 25 日・11 月 15 日 

13 時 30 分～15 時 30 分 

実践の所要時間 4 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 3 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 60 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市消防本部 消防職員 

 

達成目標 まちあるきの実施後に防災マップを作成し、金栄小学校タイムライン

を作成するため隊村井の概要を知る。 

見本となるタイムラインを活用して、各自及びグループごとに時系列

に併せて想定される防災行動学ぶ。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法          

 

 

 

 

 

 

1 避難行動を判断する時に有効な情報として今後の天気を確認する。 

2 避難を開始するまでに準備・考えておくことを話し合う。 

3 有事の際に備え、防災グッズの準備、防災マップから情報を得る。 

4 避難行動を判断する時の情報の入手方法及び避難行動を判断する時

の有効な情報について学ぶ。 

得られた成果 1 台風が発生してから河川が氾濫するまで時系列に沿って知識の習得

ができた。 

2 3日前から河川がはん濫するまでの主な備えについて、各個人及び

グループにて身を守る行動について学ぶことができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 1 始めて見聞きする防災タイムラインの重要性、事前に行っておくべ

き備えについて理解することに苦労した。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 防災タイムラインについて周知を図る。 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

記入日 2019 年 1 月 7 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 6 

タイトル 金栄校区防災訓練 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 100,000 円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 10 月 27 日 8 時 00 分～12 時 00 分 

実践の所要時間 3 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 30 人 

防災教育の対象者の属性 小学生（低学年）・小学生（高学年）・教職員・保護者/PTA 

地域住民・高齢者 

防災教育の対象者の人数 約 1,200 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市消防本部 消防職員 

自治会・公民館・社会福祉協議会・防災士・消防団 

 

達成目標 校区防災訓練を実施し、防災力の向上を目的とする。 

初期消火、煙体験、土のう作成、応急搬送、応急手当、避難行動要支

援者搬送訓練などの体験及び訓練を実施し、災害時に的確に対応でき

る知識及び技術の習得を目的とする。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法   

 

 

 

 

 

1 緊急地震速報に併せて防災頭巾をかぶり、教室内にて身を守る行動

を取り、地震が収まったこと確認後、体育館へ移動、人員点呼を行

う。地域住民も自宅から徒歩にて、避難所となる金栄小学校へ避難

する。 

2 児童、保護者、高齢者など 3 世代の参加全員にて各種訓練を行い、

身を守る行動の知識及び技術の習得を図る。 

得られた成果 1 多数の地域住民の参加のもと、地域の防災力の向上につながった。 

2 毎年、訓練メニューを変更して、マンネリ化を避け、また、一人で

も多くの住民が参加してもらうために、訓練日を参観日にして、保

護者には積極的に参加してもらっている。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 1 関係機関の方々と事前打ち合わせを行い、多くの参加者が参加、体

験できるよう検討をこなった。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 地域の危険個所の存在を知り、身を守る大切さを知る。 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

記入日 2019 年 1 月 7 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 7 

タイトル 防災まちあるき 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 ０円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 11 月 20 日 9 時 00 分～12 時 00 分 

実践の所要時間 3 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 10 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 120 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市消防本部 消防職員 

自治会・公民館・社会福祉協議会・民生委員 

 

達成目標 防災まちあるきを各自治会単位のグループで行い、被災箇所、危険個

所、災害時有効な施設、場所などを調査する。 

平成 16 年豪雨災害にて被災者から当時の状況について話を聞き、取り

まとめ資料に反映する。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法       

 

 

 

 

 

1 まちあるきを実施して、過去の災害内容や発生した場所及び災害時

に有効となる施設等を調査する。 

2 防災マップ作製時の基礎資料として、平成 16 年災害の被災者から

被災体験の聞き取りを行う。 

3 地域の住民とまちあるきを行うことにより、平時から顔の見える関

係づくりを行う。 

得られた成果 1 安全な避難経路、避難所、平成16年被災箇所、災害時に有効な場

所など災害に関連した地域特性を学んだ。 

2 地域内における地理的な傾斜など地域特性を実際に自分たちの目で

確認することができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 1 まちあるきに同行する地域住民と事前打ち合わせを行い、児童たち

に具体的な話をしてほしいと依頼した。 

2 日テレ news every の取材を受け、児童たちはまちあるきで感じ

た思いを素直にコメントすることができた。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 地域内の危険箇所などの存在を知り、身を守る大切さを知る。 

 

 

 

 

 



⑧新居浜市立金栄小学校 

記入日 2020 年 1 月 7 日（19 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 新居浜市立金栄小学校 

実践番号 8 

タイトル 防災まちあるき結果整理・防災マップ・タイムライン作製 

防災発表会準備 

実践担当者のお名前 高橋直樹 

 

実践にかかった金額 ０円 

実践の準備にかかった時間 数日 

実践活動を実施した日時 2019 年 12 月 4 日・13 日・20 日・2020 年 1 月 10 日・

14 日・（予定）1 月 24 日・31 日・2 月 7 日・14 日 

実践の所要時間 18 時間 

実践の運営側で動いた人の人数 3 人 

防災教育の対象者の属性 小学 5 年生（高学年） 

防災教育の対象者の人数 約 65 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛媛県新居浜市 

実践を行った具体的な場所 新居浜市立金栄小学校 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

新居浜市消防本部 消防職員 

PC 

 

達成目標 防災まちあるきで調査した結果を取りまとめ、防災マップ及び金栄小

学校災害タイムラインの作製に取り組む。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 



⑧新居浜市立金栄小学校 

実践内容・方法    

 

 

 

 

 

1 まちあるきにおいて調査した結果を、画像及びまち歩きで感じたコ

メントなどを防災マップに反映した。 

2 作成した防災マップを参考して、地理的な地域特性を考慮し、防災

タイムラインを作成した。 

3 参観日を活用して、1 年間の防災教育の取り組みを発表するため、

プレゼン準備を行う。 

得られた成果 1 1年間を通じて土砂災害・浸水被害から命を守り、過去の災害から

学ぶことができた。 

2 作成した金栄小学校災害タイムラインを活用して避難率の向上につ

なげるために継続して防災学習を実施した。 

どのくらい身につき

ましたか？  

 

知識・技能 大いに 

思考力・判断力・表現力 大いに 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 1 始めて見聞きするタイムラインについて理解することに苦慮した。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相手 金栄校区地域住民 

伝えたい内容 土砂災害・浸水被害から命を守り、過去の災害から学ぶことができ

た。 

 


